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報告内容

両国の国内総生産の構造、
oモンゴルの長期開発政策「ビジョン2050」

EPAと貿易構造

事業主が直面している課題
oヴェブアンケート調査

oインタビュー調査結果

結びにかえて
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IMD Global Competitiveness Report
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モンゴル国の競争力(61/63)
oEconomic Performance (five years 48, 

58, 59, 58, 61), 

oGovernment Efficiency (five years 57, 59, 

53, 54, 57), 

oBusiness Efficiency (five years 61, 61, 57, 60, 

61), 

o Infrastructure Efficiency (five years 

62, 62, 62, 62, 62),

最も高い指標
oPrices (2)

oTax policy (24)

Эх сурвалж (IMD, Country Profile (Japan), 2023), (IMD, Country Profile (Mongolia), 2023)



日本国国内総生産
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https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2021/2021_kaku_top.html

日本国国内総生産（2021年，名目）

o547兆円（4.755兆ドル*）

産業別国内総生産（2021年）

o製造業 21%

o卸売・小売業 14%

o不動産業 12%

o専門・科学技術、業務支援サービス業
9%

o保健衛生・社会事業 8%

o建設業 6%

o情報通信業 5%

o金融・保険業 4%

* Ам.долларын ханшийг Японы төв банкны 2021.12.31-ны өдрийн хаалтын ханш 115.12 
иенээр бодов. (https://www.boj.or.jp/statistics/market/forex/fxdaily/ex2021.pdf) 

https://www.boj.or.jp/statistics/market/forex/fxdaily/ex2021.pdf


モンゴル国国内総生産
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モンゴル国国内総生産（2022年，名目）

o52.8 兆MNT（154億ドル） *

産業別（2022年）

o鉱業 24%

oその他のサービス 23%

o農林水産業 13%

o税金 11%

o卸売・小売業 9%

o製造業 7%

o運輸・郵便業 4%

o建設業 4%

* Ам.долларын ханшийг Монгол банкны 2022.12.27-ны өдрийн хаалтын ханш 3,440.74 
төгрөгөөр бодов.

出所：NSOM, 1212.mn



経済成長
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Зураг № Монгол улс, Япон улсын ДНБ-ийн өсөлтийн хувь

The Wolf Economy

日本国経済成長

中国の経済状況



外国直接投資
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図番号 モンゴルへの外国直接投資（投資国別）（百万米ドル） 図番号 モンゴルへの海外直接（百万トゥグルグ）

鉱業には多額の投資が行われてい
る
oカナダ



外国直接投資
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FDIフロー 投資国別の対モンゴルへの海外直接投資残高



モンゴルの持続可能な開発の展望-2030年 (2016.02.05)

2.1. 持続可能な経済発展

持続可能な経済発展という目標を達成するために、適切なマクロ経済
政策が実施され、経済構造が多様化する。

適切なマクロ経済政策が実施され、経済構造が多様化
o (1) 農業、

o (2) 製造業、食品、建設資材、銅加工、石炭、石油化学、鉄冶金、

o (3) 観光、

o (4) 鉱業・採掘部門の発展を優先

エネルギーとインフラ部門を優先
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ビジョン2050（2020年5月13日決議第52号）

目標 4.2. 経済の主要部門が発展し、輸出志向の経済が構築

目標の実施段階と結果
oフェーズⅠ（2021～2030年）：経済構造改革の開始、競争力の強化、輸入

代替と輸出指向の重工業および軽工業の発展。

oフェーズⅡ（2031～2040年）：重工業および軽工業、エネルギー、建設資
材の生産における国内需要を十分に満たし、輸出志向の生産をさらに発展させ
る段階への過渡期。

oフェーズ Ⅲ (2041 ～ 2050 年): 主要な経済セクターを発展させ、複数の柱
を備えた安定した経済を持つ国になる。
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ビジョン2050（2020年5月13日決議第52号）

フェーズⅠ（2021～2030年）
o1. 責任ある鉱業

o2. 農産物の加工レベルが向上し、畜産物の輸出促進

o3. 観光業の発展

o4. クリエイティブ産業（文化、映画、音楽、デザイン、建築）

o5. IT産業支援

o6. 加工品の輸出が増加。

o7. 経済発展を支えるエネルギーおよびインフラ開発

o8. 発電所が拡張，変電所、および新しい電源建設

o9. 国家の輸送および物流システムが開発されている。

o10. 民間航空インフラ
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ビジョン2050 評価基準および達成レベル
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モンゴル国国内総生産（2022年，名目） 2025 2030 2050

• 52.8 兆MNT（154億ドル） 239 476 2090億ド
ル

産業別（２０２２年） 2025 2030 2050

o鉱業 24% 30.6% 31.4% 25.3%

oその他のサービス 23%

o農林水産業 13%

o税金 11%

o卸売・小売業 9%

o製造業 7% 12.0% 14.6% 24.4%

o運輸・郵便業 4% 5.1% 4.8% 11.6%

o建設業 4%

Эх сурвалж: 



外国貿易総額、輸出入、年別
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モンゴルの商品グループ別輸入（2010年～2022年）出典: NSO、外国貿易統計 モンゴルの商品グループ別輸出（2010-2022）出典: NSO、外国貿易統計

鉱物性生産品

鉱物性生産品

車両、航空機、船舶及び輸
送機器関連品

機械類及び電気機器



雁行形態型（flying geese）発展モデル
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モンゴル日本人材開発センター後藤教授の講義資料（2023）

繊維製品

繊維製品

鉄鋼 テレビ

鉄鋼

繊維製品

日本

アジアNIEs

先進ASEAN

国（上に行くほど、
発展レベルが低い）

時間
1950年代 1960年代 1970年代

図1-5 20世紀の雁行形態型のアジア発展ダイナミズム

出所：大野・桜井（1997）をベースに筆者作成。



非鉱業輸出部門
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モンゴル国の対外貿易
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 2022年には輸出額が100億ドルを超える
o中国 84.3%
oスイス 8.2%
oシンガポール 2.8%
o韓国 2.2%
oロシア 1.2%
o ...
o日本 0.1%

モンゴルの国別輸出（2022年）出典: NSO、外国貿易統計



モンゴル国の対外貿易

2022年の輸入額は87億ドル
o中国 35.3%

oロシア 30.0%

o日本 7.7%

o韓国 4.9%

o米国 3.1%

oドイツ 2.1%
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モンゴルの国別輸入額（2022年）出典: NSO、外国貿易統計



日本とモンゴルの貿易
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Эх сурвалж: 財務省貿易統計国別総額表 (https://www.customs.go.jp/toukei/info/tsdl.htm) 

https://www.customs.go.jp/toukei/info/tsdl.htm


日本の地域経済統合の構造

 日本が締結したEPA/FTA

1. Singapore (2002.11, 
2007.09更新)

2. Mexico (2005.04, 
2007.04, 2012.04更新) 

3. Malaysia (2006.07)

4. Chile (2007.09)

5. Thailand (2007.11)

6. Indonesia (2008.07)

7. Brunei (2008.07)

8. ASEAN (2008.12)

9. Philippines (2008.12)

10. Switzerland (2009.09)

11. Vietnam (2009.10)
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出典: [Ministry of Foreign Affairs of 
Japan, 2023]

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/1005230
89.pdf

12. India (2011.08)

13. Peru (2012.03)

14. Australia (2015.01)

15. Mongolia (2016.06)

16. TPP12 (Trans-Pacific 
Partnership, 2017.01)

17. TPP11 (Trans-Pacific 
Partnership, 2018.12)

18. Japan EU – EPA 
(2019.02)

19. United States (2020.01)

20. England (2021.01)

21. RCEP (Regional 
Comprehensive Economic 
Partnership, 2021.01)



日本の輸入

総輸入量の80.4％はEPA、FTA
協定を結んでいる国・地域からの
もの
o総輸入量の0.03%がモンゴルから

のものモンゴルからの輸入品

oEPA利用率は25～50％
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Эх сурвалж: 上谷田(2021)
https://www.sangiin.go.jp/japanese/annai/chousa/keizai_pris
m/backnumber/r03pdf/202120201_1.pdf

2016 2017 2018 2019 2020

モンゴル 31.6% 25.6% 47.2% 50.0% 25.0%

タイ 28.9% 28.0% 27.7% 28.7% 26.3%

メキシコ 18.7% 19.1% 18.1% 22.9% 23.5%

豪 9.1% 7.9% 7.2% 7.8% 9.1%

Эх сурвалж: 上谷田(2021)
https://www.sangiin.go.jp/japanese/annai/chousa/keizai_pris
m/backnumber/r03pdf/202120201_1.pdf



モンゴルと日本の貿易構造

モンゴルの輸出
oV. 鉱物性生産品 (25.6%)

oXI. 紡織用繊維及びその製品(23.7%)

oXVI. 機械類(16.5%)

21出典：[財務省, 2023] の統計データを基に著者作成

第17部 車両、航
空機、船舶及び輸送

機器関連品



モンゴルと日本の貿易構造

モンゴルの輸入
oXVII. 車両、航空機、船舶 (71.2%)

oXVI. 機械類及び電気機器 (9.1%)

oVII. プラスチック及びゴム (4.9%)

22出典：[財務省, 2023] の統計データを基に著者作成

第13部 石、プラ
スター、セメント



日本企業のEPA利用割合

23出典: [JETRO, 2023]

EPA利用が増加
o中小企業による利用の増加

o※FTA利用企業の利用率

※FTA利用企業の利用率



日本企業のEPA利用割合

モンゴルと貿易する日本企業
oEPA利用 24.6%

o利用を検討 26.1 %

EPA利用率50パーセント以上
oチリ (61%)

oタイ (57%)

oインドネシア (57%)

oベトナム (50%)

oインド (50%)
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Эх сурвалж: [JETRO, 2023]
Дэс дараалал, ЭЗТХ-ээр байгуулагдсан дарааллаар



EPA利用レベル

相手国 年

Түнш орны 

экспорт (Үнийн 

дүн) EPA利用

率（F/E）日本の総輸出

額（米ドル）

（E）

モンゴルの免

税 輸 入 額

(USD) (F)
Япон 2016 189,311.7 25,453.33 13%
Япон 2017 220,708.8 109,069.0 49%
Япон 2018 558,208.9 179,794.5 31%
Япон 2019 332,828.6 88,212.4 27%
Япон 2020 276,747.1 44,569.5 16%
Япон 2021 154,453.7 18,808.1 12%
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Хүснэгт 2 ЭЗТХ-ийн ашиглалтын түвшин (Монголын талаас, 2016-2021 эхний 
хагас, 1,000 ам доллар)

EPA利用レベルにばらつ
き大

o2017 年の最高値 49%

o2021 年には最低 12%

Эх сурвалж: Номинцэцэг, Ө., Отгонсайхан, Н., & Чимгэрэл, Ч. (2023)

2016 2017 2018 2019 2020

モンゴル 31.6% 25.6% 47.2% 50.0% 25.0%

タイ 28.9% 28.0% 27.7% 28.7% 26.3%

メキシコ 18.7% 19.1% 18.1% 22.9% 23.5%

豪 9.1% 7.9% 7.2% 7.8% 9.1%



EPAに関する情報

EPA に関する情報
o商工会議所の研修・セミナーか

ら（60％）

o税関および運輸機関 (60%)

...

o政府のウェブサイトから (24%)

o関係省庁の研修（12％）
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Эх сурвалж: Номинцэцэг, Ө., Отгонсайхан, Н., & Чимгэрэл, Ч. 
(2023)



EPA利用に関するウェブ調査
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アンケート回答数 8/15現在、研修
会参加者41名＋改善協会＋「7名」



EPAの利用
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相手先国の取引事業者からの要請

親会社，国内主要取引先からの要請

自分で情報収集して発見した

官公庁や公的機関，商工会議所からの紹介

国内事業者からの紹介

業界団体等からの章か

その他

JETRO （2023） Mongolia (n=48)

EPA利用きっかけ
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日本企業

輸入側の顧客企業からの依頼。

モンゴル企業
o向け自分で情報収集してわかった

こと

o商工会議所などから得た情報

o業界団体や協会からの情報
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輸出先国の取引事業者から情報収集

国内関係事業者（商社、物流会社、通関業者など）か
ら情報収集

セミナー参加、パンフレット

親会社、国内主要取引先から情報収集

ウェブ、SNS、テレビ

自社スタッフが情報収集

業界団体等から情報収集

コンサル等民間支援企業から情報収集

（取引関係にない）相手国企業から情報収集

友人知人から情報収集

その他

JETRO （2023） Mongolia (n=48)

情報源

日本企業の場合

o官公庁や公的機関、商工会議
所・商工会から情報収集

o輸出先国の取引事業者から情
報収集

モンゴル企業の場合

o官公庁や公的機関、商工会議
所・商工会から情報収集

oセミナー参加、パンフレット

oウェブ、SNS、テレビ

o友人知人から情報収集
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外国現地税関の運用

検認を求められた場合の必要な対応

自社製品が各FTA/EPAで原産地規則を満たしているか否
か

不明点を問い合わせる相談窓口

自社製品が各FTA/EPAの対象か否か

自社製品の各FTA/EPAでの関税率

利用するために必要な情報がどこにあるか

自己証明制度に係る申請手続き（含外国現地の国内法
に関する情報）

自社製品のHSコード

第三者証明に係る申請手続き

原産地規則の基礎ルール

特にない

JETRO （2023） Mongolia (n=48)

入手困難情報

o海外での関税や手続きについ
てのご案内

o当社の商品や製品がEPAが定
める原産地規則や規制を満た
しているかどうかに関する情
報

oEPA を使用するために必要な
情報の入手先に関する情報

情報の質と入手可能性が十分
でない可能性が高い
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EPA締結以来モンゴル国内で開催されたセミナー等
日付 テーマ（リンク） 主催者

2017.03.06-2017.03.1 Эдийн_засгийн_түншлэлийн_хэлэлцээр /EPA/-ийг 
бизнест хэрхэн ашиглах вэ 

https://www.facebook.com/watch/?v=1413289105401994

モンゴル・日本人材開発センター

2018.01.15-

2018.01.19

Эдийн засгийн түншлэлийн хэлэлцээрийг хэрхэн үр 
дүнтэй ашиглах вэ?  
https://www.facebook.com/Mojc.business/posts/9062064
56171097/

モンゴル・日本人材開発センター

2018.06.22 Туршлага судлая, Монгол компаниудын Япон руу 
экспортыг дэмжих семинар 

https://www.mn.emb-
japan.go.jp/itpr_ja/kigyoushinsyutsu_mgl_180615.html

モンゴル商工会議所および在モンゴル日本国大使館

2021.06.25-
2021.07.05

“Монгол Японы ЭЗТХ-ийн 5 жилийн ойн цахим форум, 
үзэсгэлэн 2021” (Цахим) 
https://hhaag.khe.gov.mn/21/item/120

-モンゴル外務省、食糧農業省、政府実施機関中小企業
局、駐日モンゴル大使館、首都中小企業省、NGO「輸出
国際貿易センター」

2023.06.21 “Япон Улстай хийх бизнесийн боломж ба экспорт, 
импортын таатай нөхцлийг ашиглах нь”

https://www.mn.emb-
japan.go.jp/itpr_ja/jugamoseminar_mgl.html

日本の学校卒業生コミュニティ
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https://www.facebook.com/watch/?v=1413289105401994
https://www.facebook.com/Mojc.business/posts/906206456171097/
https://www.facebook.com/Mojc.business/posts/906206456171097/
https://www.mn.emb-japan.go.jp/itpr_ja/kigyoushinsyutsu_mgl_180615.html
https://www.mn.emb-japan.go.jp/itpr_ja/kigyoushinsyutsu_mgl_180615.html
https://hhaag.khe.gov.mn/21/item/120
https://www.mn.emb-japan.go.jp/itpr_ja/jugamoseminar_mgl.html
https://www.mn.emb-japan.go.jp/itpr_ja/jugamoseminar_mgl.html


GOOGLE хайлтын үр дүн
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EPA利用

ハンドブック・ガイド
ブック

使いやすい(User 
Friendly)

Япон EPA

事後報告・レポート

Эдийн засгийн 
түншлэлийн 
хэлэлцээр

公的機関のリンク



GOOGLE хайлтын үр дүн
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EPA利用

ハンドブック・ガイド
ブック

使いやすい(User 
Friendly)



生産性と競争環境
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Эх сурвалж: Michael E. Porter (1990, 2000)

特定の国に拠点を置く一
部の企業が他の企業より
も革新的なのはなぜで
しょうか?

 Why do some companies based in 
some nations innovate more than 
others?

なぜ一部の国では企業が
外国の競合他社よりも早
く改善し、革新できるの
でしょうか?

 Why do some nations provide an 
environment that enables 
companies to improve and 
innovate faster than foreign 
rivals?



日本へ商品を輸出している企業、日本から商品を輸入している企業へのインタビュー
調査
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日本へ商品を輸出している企業、日本から商品を輸入している企業へのインタビュー
調査

2023 年 8 月 15 日の時点で、企業経営者 20 名との面談予定のう
ち、企業経営者 14 名と専門家 3 名が面談を実施しました。
o輸出事業 10

o輸入事業 4

分野
o製造 5

o貿易 8

o IT 1

37



共通課題
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貿易食料生産

スペアパーツの生産 IT

アドバイス 頻度

パートナーを見つける 5

信頼を損なわない 2

長期的な視点でビジネスを見据える 2

出所：14社の経営者アンケートより作成。

共通課題 頻度

製品の品質（生産管理） 6

人的資源に関する課題 5

公的機関の協力 3

納期 3

流通の課題 3

価格競争力 3

ドキュメンテーション 2

原材料のサプライヤーに対する VAT 記入
の問題

2

出所：14社の経営者アンケートより作成。



共通課題

完全に同意、同意と
回答した割合

【業界内での産業クラスター（連携）は十分だと思います】 0%
[当社の製品に対する国内需要は十分に高いです] 0%
【当社は低コストで十分な資金調達が可能です】 0%
【取引先は契約期間内に商品を納品します】 0%
【国内競合企業による模倣行為（過度な価格競争など）はほ
とんどない】

0%

【当社には十分な人材キャパシティー（質・量ともに十分）
がある】

33%

【当社製品の製造にあたり、技術分野の研究機関や研究者と
協力できる】

33%

39

４段階評価による結果



成功した企業の事例
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政府によって計画/実施中の政策

「モンゴル輸出計画」（平成30年9月5日付政府決議第278号）

「モンゴル貿易投資ロードマップ2019-2023」（2020年、モンゴ
ル外務省）

「政府の執行機関 - 投資貿易庁」（2023 年 2 月 1 日付け政府決議
第 37 号）

「貿易を円滑化し、非鉱産物の輸出を増加させるための措置につい
て」（2023年5月17日付政令第178号）
o「海外貿易の一つの窓口」

o非鉱産物の輸出を増やし、支援する

o「国家政府委員会、委員会、国家評議会の構成の刷新」

41



Global Value Chain(Smiling Curve)
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Global Value Chain(Smiling Curve)
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マーケティング・流通

機能

縫製工程

生地など中間財の生産
工程・調達機能

縫製企画とデザイン
機能

ベトナムの縫製企業

付加価値

生産フロー

出所: 後藤 2014

図表3-6 縫製産業のスマイル・カーブ

中国の
テキスタイル企業

日本の
アパレル企業や商社

日本の
アパレル企業や商社

担い手

モンゴル日本人材開発センター後藤教授の講義資料（2023）



結びにかえて
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組織間の関連
「モンゴル貿易投資ロードマップ 2019-2023」、
p19“



農産物のバリューチェーン

加工生産 販売流通
地域資源

消費者

生産者情報

市場 市場 市場 市場

分
散

分
散

分
散

消費者にニーズ
（情報）

付加価値

生産者 卸売業者（仲
買人）

食肉加工工場
（屠畜）

小売業者



農産物のバリューチェーン

協力・統合

加工生産 販売流通
地域資源

消費者

生産者情報

市場 市場 市場 市場

消費者にニーズ
（情報）

付加価値

生産者 卸売業者（仲
買人）

食肉加工工場
（屠畜）

小売業者



出典：政策研究所，井上（2015）
https://www.maff.go.jp/primaff/koho/seminar/20
14/attach/pdf/150309_01.pdf



結びにかえて

評価では何を評価するのか？ どう評価するかにもとって
o事前評価（assessment）,  EPA締結

oモニタリング（monitoring）, 

o事後評価（evaluation）, 

o追跡評価と分けることができる。.

48

•人材育成

•事業支援

•R＆Dネッ
トワーク
育成

事前評
価

•人材育成

•事業支援

•R＆Dネッ
トワーク
育成

モニタ
リング

•人材育成

•事業支援

•R＆Dネッ
トワーク
育成

事後評
価

 EPA締結



企業幹部へのアンケート結果
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企業幹部へのアンケート結果
成功するための最も重要な要
素

日本
o顧客満足

o合意された期間内の納期

モンゴル
o品質の向上

o顧客満足

Хэрэглэгч

Яп
он

М
он

го
л

Уян хатан 
байдал

Чанар
Ажиллах 

хүчЗардал
Үйлдвэрлэлийн 

хугацаа

Хэрэглэгч

Чанар

Ажиллах 
хүч

Зардал Үйлдвэрлэлийн 
хугацаа

Уян хатан 
байдал



２０２３月６月２１日（セミナー・テスト調査）
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